


センター長 挨拶 Message from Director

沿 革 History

東京大学 生産技術研究所では、産業界、関係官庁、学内外の研究者のご協力を頂きITS等の研究開発・
普及を進める「先進モビリティ研究センター（ITSセンター）」を2009年4月に発足させ、5年間の活動を行って
参りました。この間、NEDOエネルギーITS推進プロジェクトや文部科学省東北復興次世代エネルギープロ
ジェクトなどに参画し、自動運転・隊列走行の開発、国際的に信頼できる評価方法の確立、エネルギー・モビリ
ティマネージメントシステムの開発など、国家プロジェクトに貢献してまいりました。そのほか、分野横断、産官学
民融合、地域連携といったセンター活動の特色を生かした多くの産官学連携プロジェクトを推進するとともに、
社会人のためのITS専門講座やITSセミナーなどの社会還元活動など多くの成果を挙げてまいりました。
この度、本センターは、「次世代モビリティ研究センター（ITSセンター）」として新たな展開を進めることにな

りました。新センターでは、交通工学、車両工学、情報工学などを柱とするITS推進のための分野融合研究は
もちろん、これらの研究成果を実装化することにも重点を置きます。長崎県や千葉県柏市、宮城県石巻市など
との地域連携も強化し、以下の研究を推進していく予定です。
(1)  「自動運転」による次世代交通システム研究
(2)  ビッグデータ時代におけるモビリティ社会のデザイン研究
(3)  道路交通のみならず鉄道など公共交通も含めた総合的なモビリティデザイン
これらの研究開発・社会実装化においては、関連省庁・自治体との
連携を強化し、関連周辺分野の所内附属研究センターや異分野の研
究者との交流、中国、インド、東南アジアなどを含む海外との連携など
を積極的に推進する所存です。
また、大学院情報学環と連携した先進モビリティに関する教育プロ
グラムや、社会人講座、ITSセミナーを引き続き推進し、ITSに関する
「基礎知識」を身につけた研究者と技術者の育成を心がけたいと思い
ます。今後も、皆様方のご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。

2003.4 当時の国際・産学共同研究センター(CCR)にて産学官連携プロジェクト「サスティナブルITS」（後に「サスティナブルITSの展開」）が発足

2009.4 先進モビリティ連携研究センターが生産技術研究所の正式な附属研究施設（全学公認）となり、先進モビリティ研究センター（ITSセンター）に改称
（センター長：桑原雅夫教授）

2014.4 次世代モビリティ研究センター（ITSセンター）に移行（センター長：須田義大教授）

2008.3 CCRが発展的解消、ITS関連の研究プロジェクトを生産技術研究所に移管

2006.11 「東京大学ITSセミナーシリーズ（1）」を高知市にて開催

2005.3 生産技術研究所に「先進モビリティ連携研究センター」（ITSセンター）を設立（センター長：池内克史教授）

2004.9 第1回「社会人のためのITS専門講座」を開催
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1 News letter

　4月21日（月）、東京大学生産技術研究所An棟コンベンション
ホールにおいて次世代モビリティ研究センター（通称：ITSセンター）
の設立記念シンポジウムが開催されました。前身である先進モビリ
ティ研究センターの活動を引き継いで、新センターが2014年4月に
新たに設立されたことを記念したものです。基調講演では藤本隆宏
教授（本学経済学部）から自動車産業界の動向と近未来展望に
関してご講演を頂きました。その後、センター長である須田義大教授
をはじめ新センターメンバーから自動運転を中心とした技術、政策面
でのITSの現状と今後の取り組みについて紹介されました。「ITSセン

ター活動成果の社会実装に向けて」と題したパネルディスカッション
では、天野肇氏（ITSセンター客員教授、ITS Japan専務理事）、石黒
博氏（柏市副市長）、石塚哲夫氏（JR 東日本研究開発センターフロ
ンティアサービス研究所長）、中山幸二氏（明治大学法科大学院教
授）、池内克史氏（ITSセンター教授）が登壇し、これまでのITSに関す
る取り組みと、新センターとの連携の重要性や今後の展望について
議論がなされました。所外からの参加者数は100を超え、シンポジウム
終了後には参加者との懇親会が盛況に開催されるなど、新センターと
して順調なスタートとなりました。

次世代モビリティ研究センター
設立シンポジウム開催

沿 革

2003.4 当時の国際・産学共同研究センター(CCR)にて産学官連携プロジェクト「サスティナブルITS」（後に「サスティナブルITSの展開」）が発足

2009.4 先進モビリティ連携研究センターが生産技術研究所の正式な附属研究施設（全学公認）となり、先進モビリティ研究センター
（ITSセンター）に改称（センター長：桑原雅夫教授）

2014.4 次世代モビリティ研究センター（ITSセンター）に移行（センター長：須田義大教授）

2008.3 CCRが発展的解消、ITS関連の研究プロジェクトを生産技術研究所に移管

2006.11 「東京大学ITSセミナーシリーズ（1）」を高知市にて開催

2005.3 生産技術研究所に「先進モビリティ連携研究センター」（ITSセンター）を設立（センター長：池内克史教授）

2004.9 第1回「社会人のためのITS専門講座」を開催
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トピック

天野肇客員教授　ITSセンター着任
　平成26年4月1日、天野肇客員教授が東京大学生産技術研究所次世代モビリティ研究センターに着
任しました。天野客員教授は昭和55年に東京大学工学部精密機械工学科を卒業し、同57年に同大学
大学院工学系研究科精密機械工学専門課程を修了しました。自動車メーカー入社後は、産業用ロボット、
高エネルギー加工、画像処理技術などを生産現場に導入する業務に従事しました。その後、交通環境全
般に情報通信技術や電子制御技術を応用するIntelligent Transport Systems（ITS）分野が創設さ
れ、その発展に努めるとともに、平成21年からはNPO法人ITS Japanにおいて産官学の連携に注力して
きました。先進技術と異分野融合が求められるITS分野において天野先生の役割は大きく、産官学連携、
社会実装という面においても今後の活躍が期待されます。

センター長須田義大教授 挨拶

　東京大学 生産技術研究所では、産業界、関係官庁、学内外の研究者のご
協力を頂きITS等の研究開発・普及を進める「先進モビリティ研究センター（ITS
センター）」を2009年4月に発足させ、5年間の活動を行って参りました。この
間、NEDOエネルギーITS推進プロジェクトや文部科学省東北復興次世代エネ
ルギープロジェクトなどに参画し、自動運転・隊列走行の開発、国際的に信頼で
きる評価方法の確立、エネルギー・モビリティマネージメントシステムの開発など、
国家プロジェクトに貢献してまいりました。そのほか、分野横断、産官学民融合、
地域連携といったセンター活動の特色を生かした多くの産官学連携プロジェクト
を推進するとともに、社会人のためのITS専門講座やITSセミナーなどの社会還
元活動など多くの成果を挙げてまいりました。
　この度、本センターは、「次世代モビリティ研究センター（ITSセンター）」として
新たな展開を進めることになりました。新センターでは、交通工学、車両工学、情
報工学などを柱とするITS推進のための分野融合研究はもちろん、これらの研究
成果を実装化することにも重点を置きます。長崎県や千葉県柏市、宮城県石巻
市などとの地域連携も強化し、以下の研究を推進していく予定です。

研ムテスシ通交代世次るよに」転運動自「  )1( 究
(2)  ビッグデータ時代におけるモビリティ社会のデザイン研究
(3)  道路交通のみならず鉄道など公共交通も含めた総合的なモビリティデザイン

これらの研究開発・社会実装化においては、関連省庁・自治体との連携を強化
し、関連周辺分野の所内附属研究センターや異分野の研究者との交流、中国、
インド、東南アジアなどを含む海外との連携などを積極的に推進する所存です。
　また、大学院情報学環と連携し
た先進モビリティに関する教育プロ
グラムや、社会人講座、ITSセミナー
を引き続き推進し、ITSに関する「基
礎知識」を身につけた研究者と技
術者の育成を心がけたいと思いま
す。今後も、皆様方のご指導ご鞭撻
をよろしくお願い申し上げます。
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次世代モビリティ研究センター（ITSセンター）
「社会人のためのITS専門講座」開催

　2013年度「社会人のためのITS専門講座」を次世代モ
ビリティ研究センター(ITSセンター)主催で2014年1月23
日に駒場会場（生産技術研究所コンベンションホール）、
24日に千葉会場（千葉実験所）の2日間開催いたしました。
この講座は、次世代モビリティ研究センター(ITSセンター)の
メンバーを中心に研究成果の発表と研究施設見学、研究者
とのディスカッションを通じて当センターの日頃の活動をご理
解いただくとともに、研究成果の社会還元とITSの技術開発
及び事業化と地域展開に必要な人材育成を社会貢献と考
え、主に企業の技術者、地方自治体や試験研究機関、大学
の研究者を対象に2004年より毎年開催しております。
　1日目は、中埜良昭所長と須田義大センター長の開講挨
拶のあと、当センターの専任メンバーより研究成果を報告し
ました。最新の研究テーマとして、滝口清昭特任准教授より
準静電界のITSへの応用、新領域創成科学研究科本多
建研究員よりマルチ交通シェアリングとオンデマンド交通シ
ステムの研究成果のご講演をいただき、参加者194名が熱
心に聴講されました。昼時間を利用した当センターを含む関
連10研究室の見学会では、パネル説明ならびに体験型の
研究施設紹介が行われました。
　翌2日目は、他の専任メンバーによる講演と、新領域創成
科学研究科堀洋一教授より最近の電気自動車へのワイヤ
レス充電の動向や技術的課題の取り組みの紹介がありま
した。初日同様、千葉実験所の広大な敷地を活かした新た
なモビリティに関する最新の研究施設見学を実施し、68名
の参加者からご好評をいただきました。

東京大学ITS セミナーシリーズ２３「ITSセミナーin大分」
　2月6日（木）13時より大分県大分市にて本学次世代モビリティ研究センター(ITSセンター)の東京大学ITSセミナーシリーズ「ITSセ
ミナーin大分」が開催されました。当センターでは、研究成果の社会還元、地域のニーズに即したITS（高度道路交通システム）の普及促進、
地域の人材育成、交流を目的としたセミナーを全国で地域の協力のもとに主催しており、前身の先進モビリティ連携研究センター時代から
通算して23回を数えます。
　大分県、大分県立工科短期大学校との共催で開催された本セミナーは、須田義大センター長、広瀬勝貞大分県知事、佐伯心高大分県立
工科短期大学校長の開会挨拶から始まりました。第1部では当センターの須田義大教授、池内克史教授、吉田秀範准教授が当センターの
先端技術について紹介し、第2部では、西日本高速道路㈱九州支社、西鉄情報システム（株）、（公財）北九州産業学術推進機構から地元に
おける交通の問題、交通ビッグデータの次世代戦略、北九州学術研究都市でのITSの取組についてそれぞれ紹介がありました。第3部のパ
ネルディスカッションでは、佐伯心高大分県立工科短期大学校長をモデレータに、活発な議論が行われ、特に喫緊の課題である高速道路の
霧対策については、今後関係機関とITSセンターとの連携による積極的な課題解決が提起されました。
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特別研究会 

特別研究会は、（財）生産技術研究奨励会が主催し、東京大学生産技術研究所を中心とする教員らがとりまと

め役となって特定のテーマについて産業界との共同研究の企画や調査を通じ、大学と産業界とのより深化した研

究連携を行うものです。 

本年度は、下表のような特別研究会を設置しました。 

 

会名 幹事 

ITSに関する研究懇談会 (RC-24) 

次世代モビリティ社会のデザイン 

大口、池内、須田 

オーガニック・ビークルダイナミクス研究会 (RC-59) 

人間との融合を考えたビークルダイナミクス 

須田、中野 

駐車場 ITSに関する特別研究会 (RC-66) 

新たな ITS活用フィールドを開拓する 

吉田、須田、大口ほか 

次世代モビリティ研究会 (RC-68) 

パーソナルモビリティビークルで街づくり 

須田、池内、桑原、中野 

ITSの国際展開に関する特別研究会 (RC-72) 

日本の最先端 ITS技術を世界の交通・都市・環境問題解決のために

どのように使えるのか 

上條、中野、須田、池内、大口、田

中(敏)、鈴木ほか 

準静電界研究会 (RC-74) 

形が作る機能と作用 

滝口、須田 

ハードとソフトから交通信号制御を見直す研究懇談会 (RC-79) 

交差点から始めよう―交通制御のリノベーション 

大口、上條ほか 

 

 



RC-24「ITSに関する研究懇談会」の開催 

RC-24「ITS に関する研究懇談会」では、産官学の各方面から講師

をお招きし、ITS 関連の技術開発動向や政策などに関する最新の話題

提供と懇談を通じて活発な意見交換を行っています。2010年からはテ

レビ会議システムを導入し、首都圏・中京圏をはじめとした多くの企

業にご参加頂いています。 

以下に本年度の開催記録を示します。 

 

 

1 2014/ 5/20 ITSとデータ利用 : オープンデータ、ビッグデータ、パーソナルデータを中心として 

坂下哲也 （日本情報経済社会推進協会 電子情報利活用研究部長） 

2 2014/ 6/25 超小型モビリティ・ワンウェイシェアリング『チョイモビ・ヨコハマ』実証について 

原加代子 （日産自動車 総合研究所 モビリティ・サービス研究所 シニアリサーチエンジニア） 

3 2014/ 7/22 ドライバの状態推定・状態予測と ITS 

小栗宏次 （愛知県立大学 情報科学部 教授） 

4 2014/ 8/22 自動車電子情報の利活用の現状と課題 ～自動車基盤情報を中心に～ 

宮嵜拓郎 （NTTデータアイ 特別参与） 

5 2014/10/21 IoT/M2Mとデータ駆動型経済 

森川博之 （東京大学 先端科学技術研究センター 教授） 

6 2014/11/25 経済産業省における ITS施策について 

吉田健一郎 （経済産業省 製造産業局自動車課電池・次世代技術・ITS推進室長） 

7 2014/12/15 東海道新幹線の安全・安定輸送を支えるシステム 

坂上啓 （東海旅客鉄道 総合技術本部技術開発部 チームマネージャー） 

8 2015/ 1/27 自動運転をめぐる法的責任とその限定の可能性 

中山幸二 （明治大学 法科大学院 教授） 

9 2015/ 2/27 自動運転用の道路地図って？ 

土居原健 （日本デジタル道路地図協会 フェロー、研究開発部長） 

10 2015/ 3/23 道路行政を巡る動向と ETC2.0の展開に向けて 

山本巧 （国土交通省 道路局 ITS推進室長） 

 

















東京大学 ITSセミナー 

当センターでは、研究成果の社会還元、地域のニーズに即した ITSの普及促進、地域の人材育成、交流を目的

としたセミナーを 年 2, 3回程度、地域の大学、ITS組織と共同で開催しています。主に当センターおよび開催地

の大学・研究機関・自治体・諸団体等から最新の研究、事業の進め方、成果などを相互に紹介するほか、地域に

密着した ITSを展開するためのディスカッションなどを行っています。 

 

 

 

今年度は、秋田、新潟の２地域で開催しました。 



 

北海道 北海道 札幌市 ITSセミナー in 北海道 札幌市教育文化会館 2008/ 7/24 

東北 青森県 青森市 ITSセミナー in 青森 青森市男女共同参画プラザ 2010/ 7/20 

岩手県 滝沢村 ITSセミナー in 岩手 岩手県立大学 2013/ 5/29 

宮城県 大和町 ITSセミナー in 東北 宮城大学 大和キャンパス 2009/ 9/ 8 

宮城県 仙台市 ITSセミナー in 仙台 東北大学 片平キャンパス 2011/10/24 

秋田県 秋田市 ITSセミナー in 秋田 にぎわい交流館 AU 2014/ 9/ 2 

関東 群馬県 桐生市 ITSセミナー in 群馬 桐生地域地場産業振興センター 2012/ 8/ 2 

東京都 江東区 ITSセミナー in 東京 東京ビッグサイト 2013/11/27 

千葉県 柏市 ITSセミナー in 柏 東京大学 柏キャンパス 2009/ 7/13 

中部 新潟県 新潟市 ITSセミナー in 新潟 新潟大学 2014/10/16 

石川県 金沢市 ITSセミナー in 金沢 金沢大学 2010/ 3/10 

静岡県 静岡市 ITSセミナー in ふじのくに 静岡県男女共同参画センター 2011/10/27 

愛知県 長久手町 ITSセミナー in 愛知 愛知県立大学 長久手キャンパス 2011/ 1/18 

近畿 京都府 京都市 ITSセミナー in 京都 京都大学 芝蘭会館 2011/ 4/18 

奈良県 奈良市 ITSセミナー in 奈良 奈良女子大学 2012/11/ 1 

中国 広島県 広島市 ITSセミナー in 広島 サテライトキャンパスひろしま 2013/10/22 

四国 愛媛県 松山市 ITSセミナー in 愛媛 愛媛大学 南加記念ホール 2012/ 6/11 

高知県 高知市 高知 ITSセミナー 高知県立美術館ホール 2006/11/14 

九州 

・ 

沖縄 

福岡県 福岡市 ITSシンポジウム in 福岡 福岡国際会議場 2007/12/ 8 

福岡県 北九州市 北九州 ITSセミナー 北九州国際会議場 2008/ 3/27 

福岡県 北九州市 ITSセミナー in 北九州 アジア太平洋インポートマート 2008/10/ 9 

長崎県 長崎市 ITSセミナー in 長崎 長崎歴史文化博物館 2011/ 2/ 9 

熊本県 熊本市 ITSセミナー in 熊本 熊本大学 2009/ 6/ 2 

大分県 大分市 ITSセミナー in 大分 レンブラントホテル大分 2014/ 2/ 6 

沖縄県 那覇市 ITSセミナー in 沖縄 てんぶす那覇 2010/ 9/28 

 



ITSセミナー in 秋田 

 

9月 2日（火）13時より秋田市のにぎわい交流館 AUにて「ITSセミナー in 秋田」を開催した。次世代モビ

リティ研究センター（ITSセンター）の研究成果の社会還元、地域のニーズに即した ITSの普及促進・人材育成・

交流を目的とする本セミナーは、通算で 24回を数え、新センター設立後としては初の開催となりました。 

今回のセミナーは、「観光と ITS」をテーマに 3部構成で行われました。第 1部では、当センターの須田教授、

池内教授および連携メンバーの東北大学 鈴木教授より、当センターの先端的取り組みが紹介され、第 2部では、

秋田県観光文化スポーツ部次長の須藤氏、秋田県立大学の御室教授、東北地方整備局の渡辺氏から、秋田県の主

要観光施策、積雪寒冷地における EVの観光面への活用、大曲の花火大会における渋滞対策の取り組みが紹介さ

れました。 

第 3部のパネルディスカッションでは、特に、観光地が県内に分散しているという地域特性による、アクセシ

ビリティ課題と独自の魅力が形成されるメリットの両面について議論がなされ、前者の課題解決に向けた ITSの

活用可能性についても意見が交わされました。 

 

 

 



ITSセミナー in 新潟 

 

10 月 16 日（木）13 時より新潟大学のライブラリーホールにて「ITS セミナー in 新潟」が開催されました。

次世代モビリティセンター(ITSセンター)では、交通工学、車両工学、情報工学などを柱とする ITS推進のため、

研究成果の社会還元、地域のニーズに即した ITS の普及促進、地域の人材育成、交流を目的としたセミナーを、

地域の大学、ITS組織と共同で開催しています。本セミナーは、通算で 25回を数え、新潟としては初の開催とな

りました。 

今回のセミナーは、「次世代の地域交通と ITS」をテーマに 3部構成で行われました。第 1部では、当センター

の須田教授、小野特任准教授および大口教授より、当センターの先端的取り組みが紹介され、第 2部では、まず、

新潟大学の間瀬憲一名誉教授・フェローから ITSを利用する無線センサネットワークおよび環境センシング、被

災地モニタリングに関する取り組みが紹介されました。次に、新潟市都市政策の池田博俊部長から新潟市で進め

ている新バス交通システムの取り組みが紹介されました。最後に、国土交通省新潟国道事務所長の近藤淳氏から、

新潟都市圏を支える幹線道路ネットワークや道路の情報化、プローブデータの道路整備への活用の取り組みが紹

介されました。 

第 3部のパネルディスカッションでは、特に、地域交通における ITSの活用について議論がなされ、理想とす

る地域交通のあり方とともに実用化に向けた課題について意見が交わされました。会場からも積極的に発言があ

り、大変議論が盛り上がりました。 

 

 







社会人のための ITS専門講座 

総合融合工学とされる ITSは、事業化の難しさと人材不足が実現を阻害する要因とも言われます。ITSセンタ

ーでは、社会還元活動の一環として、一般向けの専門講座を毎年開催しています。 

講座は主に当センターのメンバーを中心とした研究成果の発表、施設見学などで構成されます。これらを通じ

て日頃の活動をご理解頂くとともに、ITS に関する技術開発、事業化、地域展開などに必要な人材育成の一助と

して頂くことが目的です。主な受講者として企業の技術者、地方自治体の担当者・政策立案者、試験研究機関や

大学の研究者などを想定していますが、どなたでも受講して頂けます。 

 

11 2015/ 1/19, 20 東京大学生産技術研究所（駒場 II、西千葉） 

10 2014/ 1/23, 24 東京大学生産技術研究所（駒場 II、西千葉） 

9 2013/ 1/15, 16 東京大学生産技術研究所（駒場 II、西千葉） 

8 2012/ 2/8, 9 東京大学生産技術研究所（駒場 II、西千葉） 

7 2011/ 2/1 東京大学生産技術研究所（駒場 II） 

6 2010/ 3/8, 9 東京大学柏キャンパス、生産技術研究所（駒場 II） 

5 2008/10/28 東京大学生産技術研究所（駒場 II）／北九州 

4 2007/ 9/20 東京大学生産技術研究所（西千葉） 

3 2006/11/29, 30 東京大学生産技術研究所（駒場 II） 

2 2005/10/28 東京大学生産技術研究所（駒場 II） 

1 2004/ 9/24, 25 東京大学生産技術研究所（駒場 II） 

 



今年度は 2015年 1月 19日（月）に駒場会場（本所 An棟コンベンションホール）、20日（火）に千葉会場（千

葉実験所）にて開催しました。 

1 日目は、中埜良昭所長と須田義大センター長の開講挨拶のあと、当センターの専任メンバーより研究成果を

報告しました。特に初日は最近話題になった自動運転について、当センターの大口敬教授による「交通円滑化

ACC＋；次世代モビリティ社会へ向けて」、新領域創成科学研究科の藤本博志准教授による「自動運転時代の電

気自動車の制御」、金沢大学理工研究域機械工学系の菅沼直樹准教授による「自律型自動運転自動車の開発動向

と開発実例」のご講演をいただき、参加者 70 名が熱心に聴講されました。昼時間を利用して当センターを含む

関連 10研究室*の研究室見学も行われ、ドライビングシミュレータの試乗やMRの体験ができる研究室見学もあ

り、非常に有意義な研究室見学となりました。講演会の後は An棟ホワイエにて意見交換会が行われました。 

翌 2日目は、他の専任メンバーによる講演と、横浜国立大学大学院都市イノベーション研究院の中村文彦教授

による「都市バス輸送の最新動向と ITSへの期待」のご講演が行われました。千葉実験所の広大な敷地を活かし

た新たなモビリティに関する最新の研究施設見学を実施し、33名の参加者からご好評をいただきました。 

*須田・中野研究室、大口研究室、坂本研究室、上條研究室、巻研究室、池内・大石研究室、加藤（信）研究

室、佐藤（洋）研究室、瀬崎研究室、滝口研究室 

 

 

 

 

 



  
 

 
 

東京大学生産技術研究所次世代モビリティ研究センター（ITS センター）では、機械、情報通信、電気、電子、土木、  

交通等の様々な ITS 分野の最先端の技術を融合することにより、環境に配慮し、安全・安心、かつ快適な高度道路交

通システム（Intelligent Transport Systems：ITS）の研究開発を国家・地域プロジェクト、地域・民間企業との共同研究、

大学間の連携により、実験ツールの開発、実証実験により、その成果を幅広く社会に還元してまいりました。 

「社会人のための ITS 専門講座」は、最先端の ITS の技術開発、実証実験の状況の報告、各研究室を見学していた

だくことにより、ITS 関連の技術開発及び事業化と地域展開に必要な人材を育成することを社会貢献と考え、2004 年か

ら毎年開催しております。 

本年度の｢社会人のための ITS 専門講座｣は 2015 年 1 月 19 日～20 日 2 日間にわたり、生産技術研究所駒場コン

ベンションホールと千葉実験所で開催いたします。企業・、地方公共団体・公設試験研究機関・大学・産業支援機関等

の幅広い方々に、年初でご多忙中とは存じますが、奮ってご参加いただきますようご案内申し上げます。 

 

 

日時 
2015年 1月 19日（月）【受付開始】9:00～【専門講座】09:30～17:00 

2015年 1月 20日（火）【受付開始】9:30～【専門講座】10:00～17:30      

場所 

【駒場会場】1月 19日（月） 先着 250名 

東京大学生産技術研究所コンベンションホール（An棟 2F） 

〒153-8505 東京都目黒区駒場 4-6-1    http://www.iis.u-tokyo.ac.jp 

【千葉会場】1月 20日（火） 先着 80名 

東京大学生産技術研究所千葉実験所 大会議室（事務棟１F） 

〒263-0022 千葉市稲毛区弥生町 1-8    http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/chiba/ 

参加費 無料 

意見交換会 日時：2015年 1月 19日（月）17:00～ 場所：コンベンションホール前（An棟 2F）会費：1000円 

資料代 無料  ＊資料については参加お申し込みの方に追ってご連絡いたします。 

お申込み 

参加ご希望の方は下記 Web ページからお申し込みください。 

次世代モビリティ研究センターホームページ ： http://www.its.iis.u-tokyo.ac.jp 

※参加申込締切：2015年 1月 13日（火） 

 

     
ドライビングシミュレータ           PMV          ゴーグルをかけ MR体験   

 

『社会人のための ITS 専門講座』開催のご案内 

主催： 東京大学生産技術研究所次世代モビリティ研究センター（ITS センター） 
  

2015年 1月 19日(月)～20日(火) 



1/19（月）プログラム 
 

 

09:30～09:40 開講挨拶  中埜 良昭 東京大学生産技術研究所所長 

09:40～10:30 
「サステイナブルな交通システム」 

須田 義大  東京大学生産技術研究所 次世代モビリティ研究センター長・教授 

次世代モビリティの研究では、分野融合や地域連携などの取り組みが重要である。 本研究センターでは機械、情報通信、土木、交通、電気・電子、音響等の

様々な分野の最先端の技術を融合し、人・インフラ・ビークルの協調、モーダルミックス、産学官民の連携に重点を置いたサステイナブルな交通システムの実

現に向けた研究を推進している。「環境低負荷・低炭素社会」、「安心・安全」、「快適・健康」を目標に進めている次世代モビリティの分野融合研究について、ド

ライビングシミュレータと交通シミュレーションを融合した複合現実感高越実験スペースと、千葉実験所の実証実験フィールドを活用した事例や、地域連携に

よる実用化研究事例等を紹介する。 

10:30～11:20 
「交通円滑化 ACC＋；次世代モビリティ社会へ向けて」 

大口 敬  東京大学生産技術研究所 次世代モビリティ研究センター 教授 

次世代モビリティ社会を展望し，自動走行システムの導入シナリオの一つとして高速道路の交通円滑化に寄与する自動化技術の方向性について，交通流の

科学の観点から，望ましいＡＣＣ技術の発展形（＋）について論じる。 

11:20～13:30 

昼休み及び研究室見学 
※前半後半の二つの時間帯からお選びいただきご見学ください。（各研究室約 15 分） 

※今年度は予約制で行います。各研究室での定員は１０名×２回＝２０名です。 

【前  半】 

①11:30～ 

②11:50～ 

(各 15 分) 

須田・中野研究室 

「ドライビングシミュ

レータと PMV」 

大口研究室 

「大規模交通シミュレ

ーションと交通マネ

ジメント」 

坂本研究室 

「都市と建築におけ

る音環境の計測と評

価」 

上條研究室 

「自動運転実現に向

けた位置同定と画像

センシング」 

巻研究室 

「自律型海中ロボット 

Tri-TON2 の観測行

動」 

【後  半】 

①12:20～ 

②12:40～ 

(各 15 分) 

池内・大石研究室 

「都市空間モデリン

グと移動型仮想空間

表現」 

加藤（信）研究室 

「様々な環境問題に

対応する風洞実験

室の紹介」 

佐藤（洋）研究室 

「コンピュータビジョ

ン技術による注視・

行動センシングと解

析」 

瀬崎研究室 

「スマートフォンによ

る参加型都市センシ

ングと公共交通の情

報化」 

滝口研究室 

「準静電界技術の研

究紹介とデモ機展

示」 

13:30～14:20 
「準静電界技術の ITS への応用と可能性」 

滝口 清昭  東京大学生産技術研究所 モビリティ・フィールドサイエンス社会連携研究部門 准教授 

人や自動車などの誘電体表面には静電気帯電のように分布する電気の層を形成することができる。この層は外からの刺激や接触物との相互作用によって

時間的な変化が現れ、準静電的な振る舞いをするために「準静電界」と呼ばれている。自動車表面に生じる準静電界を利用することで車体を用いた通信や、

走行時に発生する準静電界変化で路面状態、タイヤの異常などのセンシングが検討されている。近年、盛んに開発されている自動運転技術に求められる新

たな通信、センシング技術として期待される一方、実現するための技術的課題などの事例を踏まえて紹介する。 

14:20～15:10 
「ＩＴＳ普及と交通政策 ～地域における実証的研究プロジェクト～」 

吉田 秀範  東京大学生産技術研究所 次世代モビリティ研究センター 准教授 

ＩＴＳセンターが地域をフィールドとして取り組んでいる実証的研究プロジェクトとして、柏市における鉄道・バス運行情報連携の社会実験、広島市での 

車車間通信による交通安全対策の実証実験等の概要を紹介し、これらＩＴＳサービスの交通政策上の意義、社会実装・普及の課題について考える。 

15:10～15:20 ～ 休 憩 ～ 

15:20～16:10 
「自律型自動運転自動車の開発動向と開発実例」 

菅沼 直樹  金沢大学 理工研究域機械工学系 准教授 

近年，自動車の自動運転に関する研究が様々な機関において行われ，一部では公道走行試験も開始されている．本講演では，世界各国で行われている自

動運転自動車の開発動向や金沢大学において開発している自動運転自動車の概要について述べる。 

16:10～17:00 
「自動運転時代の電気自動車の制御」 

藤本 博志  東京大学大学院新領域創成科学研究科 先端エネルギー工学専攻 准教授 

電気自動車は，環境性能だけではなく，制御性能の高さにも魅力がある。本講演では，自動運転時代を見据えて本研究室で開発した安全性や航続距離を飛

躍的に向上させる制御技術の説明を行う。さらに本研究室で開発中のワイヤレス給電技術を使った最新のインホイールモータ技術の紹介を行う。 

17:00～ 意見交換会 



1/20（火）プログラム 
  

 

10:00～10:50 
開講挨拶 & 千葉実験所紹介 

須田 義大  東京大学生産技術研究所 次世代モビリティ研究センター長・教授 

生産技術研究所千葉実験所は、駒場リサーチキャンパスでは実施が困難な大規模実験を実施するスペースとして、生研独自の研究プロジェクトのみなら 

ず産学官民共同研究において活用されている。実スケール実験として、ITS センターでの取り組みをはじめ、海洋工学水槽、大型振動台などの活用事例 

を紹介する。 

10:50～11:40 
「都市バス輸送の最新動向と ITS への期待」 

中村 文彦  横浜国立大学大学院都市イノベーション研究院 都市イノベーション部門 教授 

都市の交通体系全体の中でのバスの位置づけ、現状と問題点を整理し、課題克服の示唆となりえる内外の先進的なバス輸送システムの動向をレビューする

とともに、その中での情報通信技術の果たしている、あるいは果たすべき役割を明らかにし、ITS への期待を論じる。 

11:40～14:00 昼休み 及び 研究室・施設見学 

（１）ホワイトライノ→LRT 試験装置→（２）鉄道試験線→（３）ITS 実験用交通信号機 

14:00～14:50 
「静粛社会の構築に向けて―道路交通騒音問題に対する取り組み」 

坂本 慎一  東京大学生産技術研究所 次世代モビリティ研究センター 准教授 

騒音問題はグローバルな環境問題であり、世界的に多くの研究機関が研究開発を行っている。数ある騒音源のうち、道路交通騒音に関する我が国の予測・

対策技術について解説する。 

14:50～15:40 
「視線計測による自動車のヒューマン・マシン・インターフェースの評価」                               

中野 公彦  東京大学大学院情報学環・生産技術研究所 次世代モビリティ研究センター 准教授 

ITS 技術の進化により、自動車は運転に関する様々な情報を得ることができるようになったが、その情報をドライバに伝える際には、運転の安全性を損なわな

いようにしなければならない。視線計測を通じて、テレマティクス機器のヒューマン・マシン・インターフェースの評価を行った例を紹介する。 

15:40～15:50 ～ 休憩 ～ 

15:50～16:40 
「観光 ITS：MR 技術による遺跡地域活性化と交通への取り組み」 

大石 岳史  東京大学生産技術研究所 次世代モビリティ研究センター 准教授 

遺跡地域におけるコンピュータグラフィックスを用いた歴史復元展示の試みと、移動型展示システムによる遺跡地域交通への取り組みについて紹介する。 

16:40～17:30 

「「気づき」で CO2 を削減する：環境負荷の低い交通行動を促す地域市民向け情報提供システムの開発と

評価」 

小野 晋太郎  東京大学生産技術研究所 次世代モビリティ研究センター 准教授 

道路交通からの CO2 排出状況を地域の一般市民に実感してもらい、環境に配慮した交通行動を促す仕組みについて報告する。千葉県柏市における社会実

験の結果、CO2 排出量 8%削減を概ね達成する可能性を確認した。 

※都合によりプログラムが変更となる場合があります。 

 

 

   

     

 鉄道試験線 ITS実験用交通信号機  

 



アクセス 
 

●1月 19日：東京大学生産技術研究所コンベンションホール（An棟 2F） 
 

●小田急線
代々木上原駅より徒歩12分
東北沢駅より徒歩7分

●井の頭線
駒場東大前駅より徒歩10分
池ノ上駅より徒歩10分

会場

 
 
●1月 20日：東京大学生産技術研究所千葉実験所 大会議室（事務棟１F） 

 ＊構内に、売店・自動販売機等はございません。 
 

●JR総武線
西千葉駅より徒歩5分

会場

 



会場

後半
ホワイエ：滝口研究室

前半
Ew403：上條研究室

後半
Ee402：佐藤（洋）研究室
Ew601：瀬崎研究室

E棟

前半
De-B04：須田・中野研究室
（地下1階）
De103：巻研究室
後半
D棟１階：池内・大石研究室

D棟

前半
Ce101：坂本研究室
Cw504：大口研究室

後半
Ce-B08：加藤（信）研究室

C棟

An棟

1月19日 社会人講座 研究室見学MAP

学食

前半：1回目説明11時30分から，2回目説明11時50分から
後半：1回目説明12時20分から，2回目説明12時40分から

※前半と後半で見られる研究室が異なります

ew



国内・国際連携（研究協力ネットワーク） 

 

ITS センターでは、本部および Edward Chung 客員教授の本務先であるクイーンズランド工科大学を拠点とし

て、ITS 研究における国内外の連携を積極的に進めています。具体的には、ITS センター（または生研）と大学・

機関との間で、研究者・学生の相互訪問、関連施設の相互使用、共同研究の企画・推進、会議・シンポジウムの

共同開催、関連する情報の相互交換などを定めた研究協力協定 (MOU) を締結しており、これまでにも各国の研

究機関との共同シンポジウムを開催しました。今後も協定の締結を進め、ITS の研究ネットワークを拡充する予

定です。 

 

 

グローバル連携拠点 
 

日本 東京大学 生産技術研究所 次世代モビリティ研究センター （ITS センター） 

Advanced Mobility Research Center, Institute of Industrial Science, The Univ. of Tokyo 

  

オースト

ラリア 

Queensland Univ. of Technology (QUT) 

クイーンズランド工科大学 

2009 -   

日本国内 
 

日本 岩手県立大学 

Iwate Prefectural Univ. 

2014.10 -  

2019.10 
新規 

日本 愛媛大学 エコ・トランス拠点プロジェクト 

Eco-tranS Project, Ehime Univ. 

2013.7 -  

2018.7 
継続 

日本 東北大学 次世代移動体システム研究会 

Tohoku Univ. 

2011.1-  

2016.1 
継続 

日本 宮城大学 事業構想学部デザイン情報学科 

Dept. of Design and Information Systems, School of Project Design, Miyagi Univ. 

2011.1 -  

2016.1 
継続 

日本 愛知県立大学 情報科学共同研究所 

Aichi Prefectural Univ. 

2011.1 - 

2016.1 
継続 



日本 高知工科大学 総合研究所 地域 ITS 社会研究センター 

Regional ITS Infrastructure Research Center, Research Institute, Kochi Univ. of Technology 

2007.4 -  

2015.4 
継続 

アジア 
 

タイ Chulalongkorn Univ. 

チュラーロンコーン大学 

2013.4 -  

2018.4 
継続 

中国 Tsinghua Univ. 

清華大学 

2007.10 -  

2017.11 
継続 

韓国 Robotics and Computer Vision Laboratory, Korea Advanced Institute of Science and 

Technology (KAIST) 

2010.6 -  

2017.6 
継続 

中国 Automotive School, Tongji Univ. 

同済大学 

2011.3 -  

2016.3 
継続 

韓国 The Center for Transport Research, Univ. of Seoul 

ソウル市立大学校 

2006.2 -  

2015.9 
継続 

タイ National Electrics and Computer Technology Center (NECTEC) 

タイ国立電子コンピュータ技術研究センター 

2009.11 - 

2014.11 
終了 

韓国 Pusan National Univ. 

釜山大学 

準備中  

タイ Asian Institute of Technology (AIT) 

アジア工科大学院 

準備中  

オセアニア 
 

オースト

ラリア 

Monash Univ. 

モナシュ大学 

2006.11 - 

2011.11 

 

オースト

ラリア 

Commonwealth Scientific and Industrial Research Organization (CSIRO) 

オーストラリア連邦科学産業研究機構 

準備中  

北アメリカ 
 

アメリカ

合衆国 

California Partners for Advanced Transit and Highways (PATH), Univ. of California, 

Berkeley 

カリフォルニア大学バークレー校 

2005.11 - 

2015.10 
継続 

アメリカ

合衆国 

Vision and Mobile Robotics Lab., Carnegie Mellon Univ. 

カーネギーメロン大学 

2007.1 -  

2012.1 

 

ヨーロッパ 
 

フランス The French Institute of Science and Technology for Transport, Development and 

Networks (IFSTTAR) 

フランス運輸・整備・ネットワーク科学技術研究所 

2007.3 - 

2017.1 
継続 

スイス Traffic Facilities Laboratory, Swiss Federal Institute of Technology, Lausanne (EPFL) 

スイス連邦工科大学ローザンヌ校 

2005.10 - 

2015.10 
継続 

スペイン Centre for Innovation in Transport (CENIT) 2009.10 -  

2014.10 
終了 

オランダ Delft Infrastructure and Mobility Initiative (DIMI), Delft Univ. of Technology 

デルフト工科大学 

2006.2 -  

2012.10 

 

イギリス Univ. of Leeds 

リーズ大学 

準備中  

フランス The National Institute for Research in Computer Science and Control (INRIA) 

フランス国立情報学自動制御研究所 

準備中  



スウェー

デン 

Swedish National Road and Transport Research Institute (VTI) 準備中  

 

 

 



INTERNATIONAL SYMPOSIUM 

 

For expanding ITS toward the future, collaborative operations beyond conventional fields such as information, traffic, 

mechanical engineering and beyond countries are getting more significance. We set up the symposium, where we introduce 

several joint works between and within each and discuss ITS perspectives, through our interfaculty and worldwide 

collaborative research network. 

 

 

 

No. Date Symposium Name Place 

7 May 1, 2014 International Symposium on ITS Research Univ. of Auckland, Auckland, New Zealand 

6 Apr. 14, 2012 International Symposium on ITS Research Kuala Lumpur, Malaysia 

5 Jun. 11, 2011 International Symposium on ITS Research Nat'l Taiwan Univ., Taiwan 

4 Sep. 11, 2009 Intelligent Transport Systems Symposium Queensland Univ. of Tech., Brisbane, Australia 

3 Jul. 11, 2009 International Symposium on ITS Research Chulalongkorn Univ., Bangkok, Thailand 

2 Jul. 17, 2008 International Symposium on ITS Research Nanyang Technological Univ., Singapore 

1 Oct. 14, 2007 ITS Joint Mini Symposium Tsinghua Univ., Beijing, China 

 

This year we held the symposium at University of Auckland, New Zealand. 

 



International Symposium on Intelligent 
Transportation Systems Research 

 
Co-chairs: Takeshi Oishi, Prakash Ranjitkar, and Bok-Suk Shin 

 
1 May 2014 (Thursday) 

University of Auckland, Tamaki Campus 
Lecture Theatre 732-201 

 
SYNOPSIS 
Intelligent Transport Systems (ITS) utilises communication, control, information and computer technologies in an 
integrated manner to improve the safety, capacity and efficiency of the transportation system. This symposium 
will introduce various international cutting-edge research and applications in ITS. Internationally recognised 
academicians and leading industry experts will share their insights on ITS research and its application globally. 

 

Organized by 

  
 

Sponsored by 

      

  
 

TENTATIVE PROGRAM 

8:30 - 9:00 Registration 

9:00 - 9:20 Opening Remarks 

Yoshihiro Suda (Professor, Dr, ITS Center, Institute of Industrial Science, the University 
of Tokyo, Japan) 

Douglas Wilson (Senior Lecturer, Dr, Director of Transportation Engineering Program, 
Civil & Environmental Engineering, the University of Auckland, New Zealand) 

9:20 - 10:35 Session 1: ITS Innovation 

Chair: Takeshi Oishi (Professor, Dr, ITS Center, Institute of Industrial Science, the 
University of Tokyo, Japan) 

9:20 - 9:45 Advanced Mobility Research for Sustainable Transportation at ITS Center, The University 
of Tokyo 
Yoshihiro Suda (Professor, Dr, ITS Center, Institute of Industrial Science, the University 
of Tokyo, Japan) 

9:45 - 10:10 Model driven engineering for intelligent transportation systems 

Parthasarathi Roop (Associate Professor, Dr, Director of Computer Engineering 
Program, Electrical & Computer Engineering, the University of Auckland, New Zealand) 

http://www.transport.govt.nz/


10:10 - 10:35 Towards a safer, efficient and equitable motorway system using ITS measures 

Prakash Ranjitkar (Senior Lecturer, Dr, Civil & Environmental Engineering, the 
University of Auckland, New Zealand) 

10:35 - 10:55 Morning break 

10:55 - 12:35 Session 2: Traffic Management 

Chair: Prakash Ranjitkar (Senior Lecturer, Dr, Civil & Environmental Engineering, the 
University of Auckland, New Zealand) 

10:55 - 11:20 Effects of Adaptive Cruise Control introduction on smoother traffic 

Takashi Oguchi (Professor, Dr, ITS Center, Institute of Industrial Science, the University 
of Tokyo, Japan) 

11:20 - 11:45 Vehicle and people monitoring with MAC address data 

Edward Chung (Professor, Dr, Queensland University of Technology, Australia) 

11:45 - 12:10 Inductive power transfer and its applications in transport systems 

Grant Covic (Professor, Electrical & Computer Engineering, the University of Auckland, 
New Zealand) 

12:10 - 12:35 Engineering next-generation ITS 

Roopak Sinha (Senior Lecturer, Dr, Faculty of Engineering, Auckland University of 
Technology, New Zealand) 

12:35 - 13:35 Lunch break 

13:35 - 14:50 Session 3: Vehicle Control & Computer Vision 

Chair: Bok-Suk Shin (Research Fellow, Dr, CITR, Computer Science, the University of 
Auckland, New Zealand) 

13:35 - 14:00 Four-dimensional virtual cities 

Katsushi Ikeuchi (Professor, Dr, ITS Center, Institute of Industrial Science, the 
University of Tokyo, Japan) 

14:00 - 14:25 Extracting 3-D depth information and visual navigation information from 2-D video 
sequences using the properties of neurons along the primate visual motion pathway 

John Perrone (Associate Professor, Dr, School of Psychology, the University of Waikato, 
New Zealand) 

14:25 - 14:50 Current Advances in Vision-Based Driver Assistance 

Reinhard Klette (Professor, Dr, CITR, Computer Science, the University of Auckland, 
New Zealand) 

14:50 - 15:10 Afternoon break 

15:10 - 16:40 Session 4: Panel Discussion 

ITS – tools and techniques – how can we optimise? 

Panellists:  

Shintaro Ono (Project Associate Professor, Dr, ITS Center, Institute of Industrial 
Science, the University of Tokyo, Japan) 

Douglas Wilson (Senior Lecturer, Dr, Director of Transportation Engineering Program, 
Civil & Environmental Engineering, the University of Auckland, New Zealand) 

John Macilree (ITS team representative, Ministry of Transport, New Zealand) 

16:40 - 17:00 Closing 

 



Biographies of Speakers and Chairs 
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